
コロナ禍におけるオンライン実習への取り組み

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2022-09-30

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 西平, 朋子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://opcnr.repo.nii.ac.jp/records/432URL



 

 

コロナ禍における統合科目の教育実践 

賀数いづみ（卒業演習・看護統合実習・看護卒業論文/看護総合演習） 

教育上の課題と工夫 

 ここでは教務委員長を科目責任として助教以上の教員が担当する統合科目について述

べる。令和 3年度は前年度の経験から、対面・遠隔教育のハイブリッド方式で準備対応を

想定した。卒業演習は 3 回の筆記試験と 1 回の技術試験から構成される。まず、筆記試

験の第 1回目は前年度同様に 5月、2回目、3回目は例年通り 9月と 12月に実施した。9
月は緊急事態宣言下であったため、遠隔での試験となった。公正な実施に向けて試験監督

教員が Zoom画面を観察、学生は試験中、Zoom画面のビデオを ONにして Formsに回答

する方式とした。特にトラブルなく試験の実施ができた。12 月は対面試験を実施し、事

前の体調管理、検温、マスク着用、入室時の手指消毒、黙食などの基本的感染対策の徹底

により、トラブルなく終了した。 

 技術試験は、試験課題を統一して実施した前年度の方法にするか、コロナ禍以前の領域

別の課題試験とするか、ぎりぎりまで教務委員会で議論を重ねた結果、課題統一により試

験終了時間を統一できることから、試験課題を統一しての実施とした。技術試験課題のシ

ナリオや試験会場の設定は、4年次のレディネスや前年度学生からの意見を活かし、改善

した。実施時期が 7 月末であるため、感染対策及び暑さ対策の観点から学生を 2 グルー

プに分けて集合時間を変更して、試験終了後の拘束時間の短縮を図る工夫をした。また、

暑い廊下での誘導係や待機室の担当教員も前半・後半の交代制に一部変更するなど、教員

の拘束時間を短縮する工夫も行った。技術試験をトラブルなく円滑に終えることができ

たのは、前年度の検討経緯をふまえ対面試験実施に向けて準備及び当日の運営に尽力し

た関係者、そして 4 年生の感染対策の徹底によるものである。コロナ禍前の領域別課題

による技術試験の実施ができなかった課題も残るが、学生の拘束時間の短縮などの柔軟

な対応は今後の実施に活かすことができると考える。 

 看護統合実習はコロナの新規陽性者数が落ち着いた時期であったこともあり、実習時

間や期間の制限の調整及び実習施設の新規開拓により全員、臨地実習ができた。施設によ

っては新型コロナワクチンの接種、実習開始前の PCR検査の陰性確認、実習前 2週間の
健康観察と行動観察、実習期間中の毎日の健康観察などが条件とされた。 

 看護卒業論文／看護総合演習は、看護統合実習の経験を通し、事例や課題への取組等に

ついて元文献を活用し、看護実践を振り返る。今年度は学生全員が看護統合実習の実体験

を通して、論文にまとめることができた。また、前年度と同様に対面・遠隔のハイブリッ

ドで学習成果発表会を開催し、例年より施設から多くの参加を得たが、3年次の参加者数

はあまり増えていないのが課題である。 

Withコロナに向けて 

 コロナ禍での統合科目の課題や工夫は、今後の教育改善に活かせることが多くあると

考える。従来、当然のように学生の拘束時間を決めていたが、方法論の工夫によって学生

の拘束時間の短縮ができたことから、多様で柔軟な教育方法の実践は、新たな教育の質の

向上につながると期待する。 

 

コロナ禍におけるオンライン実習への取り組み 

西平朋子（別科専攻専攻） 

教育上の課題と工夫 

2019 年の 12 月に武漢で確認された新型コロナウィルス感染症は瞬く間に全世界に広

がり、その影響を受け、本学でも 2020年 4月から急遽オンラインでの授業が開始となっ

た。今回は別科助産専攻で実施したオンラインでの実習（NICU実習、離島実習、ウィメ
ンズ・ヘルス実習）のうち、ウィメンズ・ヘルス実習について報告する。 

実実習習オオリリエエンンテテーーシショョンンとと事事前前学学習習のの工工夫夫 

 「実習の手引き」を基に「オンライン実習の手引き 教員用・学生用」の 2種類を作成

し、「実習展開を可視化」した。さらに事前学習を提示し、その成果を学生間で共有する

時間を設け、実習への動機付けを行った。臨地実習は、助産師教育の中で実践能力の基礎

を学ぶ重要な科目として位置づけられる。学内で学んだ知識・技術を臨地実習でどのよう

に活用するのか（使う）を学生自身が気づくことで当該実習に必要な看護技術をイメージ

する力も育ち、さらなる動機付けにつながると考える。 

設設定定上上のの工工夫夫 

 「より実践の場に近づけた実習にする」方法について科内で検討を重ね、実習施設への

協力を依頼した。その結果、実習施設の構造や機能、対象の特徴等が示されている DVD

に加えケア展開に必要な問診表およびクリニカルパスなどを快く提供していただいた。 

実習内容では、病棟の日課と合わせたスケジュールの組み立てにする、患者役の教員や

模型にはモニター類や栄養チューブ等を装着する、など実際の療養環境をイメージでき

るような設定を行った。教員は学生から実習当日の朝に Forms で提出された記録内容を

確認し、場面ごとにケアを実施する学生を選定し、「学生全員が参加できる」ように意識

した。さらに PC・ビデオ・教員個人の iPhone を活用し、学生のケア場面を「参加者全員

で共有できる」よう工夫を行った。カンファレンスでは、国家試験の 1か月前ということ

もあり、知識と技術および根拠を結びつけるような発問を心がけ、「学生と教員間の双方

向になるようなディスカッション」を心がけた。 

オオンンラライインン実実習習のの利利点点おおよよびび課課題題 

  学生の思考過程を確認しながら実習を展開できること、失敗してもやり直しができる

ことなどが挙げられる。病棟や場面の設定など、ハード面はある程度まで臨床実習に近づ

けることが可能と考えるが、一方で実際の場面で生じる感情（不安や葛藤など）や緊張感

を体験させるという点では限界（難しさ）もあった。さらに 6人の教員がそれぞれの役割

を担いながら進めるためマンパワーも必要である。  

学学生生のの意意見見 

「環境を捉え、ケアにつなげることの大切さ」「普段は考えない部分についてディスカ

ッションを通して具体的に考えることができた」など肯定的な意見が多かった。また、実

習記録の課題では、「臨床にでた時～」や「助産師として～」と記されており、助産師と

して勤務している自己を想像しながら実習に取り組んでいる学生の成長もみてとれた。 
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Withコロナに向けて 

  今後は、オンライン実習で得た学生の声を活かし、様々な状況下でも教育の質を担保で

きる実習内容の検討が重要となる。改めて COVID-19がもたらしたものを考えてみると、

「前例がなければ作ればよい。制約がある中で智慧と工夫を出し合うことで新たな教育

の創造につながる」という発見が挙げられる。 
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